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審 査 結 果 の 要 旨 
先天性横隔膜ヘルニア(congenital diaphragmatic hernia, CDH)は，横隔膜の欠損を通じ腹腔内臓器が胸腔
内に脱出し肺低形成をきたす疾患である．様々な新規治療法の開発により生存率は大幅に向上したものの，重








方法は，ヒト脂肪由来MSC(human adipose derived MSCs: hMSCs 1.0×106個)を用い， E9.5にニトロフェン






有意差を持って RAC(肺胞数)の増加(p < 0.05)，AWT(肺胞隔壁厚)の菲薄化(p < 0.05)，Lm(平均肺胞隔壁間距




下する事を確認した(p < 0.001)．同時に施行したreal time RT-PCR検査では，有意差は認めなかったが同様





点で, 医学上価値のある研究と認める.  
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